
内科医のための不眠診療はじめの一歩

頁 場所 修正前 修正後 補足 掲載

60 4,5行目 鎮静に関与するα１サブユニットを含むＧ

ＡＢＡＡ受容体にのみ作用し、筋弛緩作

用などに関与するα２、α３サブユニット
には作用しない

ＧＡＢＡＡ受容体の鎮静に関与するα１サ
ブユニットに選択的に作用し、筋弛緩作
用などに関与するα２、α３サブユニット
への作用が少ない

13/05/01

77 処方例１：追加処方 メイラックス　2 mg 1回２錠　１日１回　就
寝２時間前

メイラックス　1 mg 1回２錠　１日１回　就
寝２時間前

13/05/01

84 本文下から６行目
α１阻害作用があるため α１アドレナリン阻害作用があるため 13/05/01

116,
122 確認問題第１０問とその解説を削除

第５章の第７問
（p.189)と重複するた
め

13/05/01

■第1刷（2013年2月15日発行）の修正箇所

正誤表・更新情報

本書中に訂正・更新箇所等がございました。お手数をお掛けしますが、下記ご参照頂けますようお願い申
しあげます　（2013年5月1日）	



